
計測と制御　第 63 巻　第 6 号　2024 年 6 月号

編 集 後 記

373

未来社会で目指すべき姿として提唱される Society 5.0
では，人間中心の社会を構築して一人ひとりの多様な幸せ
（well-being）を追求することが求められています．このよ
うな社会に向けて，計測自動制御学会，特に私の専門であ
るシステム制御や数理最適化の研究者や技術者はどのよう
な貢献ができるでしょうか．これらの分野がこれまで主に
対象としていた電機システムに対する理論や技術を進める
だけで十分でしょうか．もちろん，これからも素晴らしい
理論や技術が開発されていくでしょうし，それらを通して
間接的に社会に貢献していくことは疑いありません．それ
でも，もっと “直接的に ”人間を対象とした理論や技術を
考えていくこともできるはずです．このような考えから，
人間を対象としたシステムであるサービスシステムに着目
したのが本特集号になります．
当然予想されることでしょうが，調べていくうちにサー

ビスシステムには本当にさまざまなものがあることはわ
かってきました．特集号で取り上げた医療，行政，交通の
分野だけではなく，エネルギー，仕事，教育，娯楽など，
どの分野でも興味深いサービスがあり，とてもすべてを挙
げることはできませんでした．そこで，さまざまなサービ
スシステムの土台となる都市全体を議論すること，予測，
マッチング，シェアリングなど特に広く応用展開できる
サービスシステムの基礎理論を紹介すること，さらに対象
である人間の理解に繋がる理論を紹介することに狙いを
絞って特集号を構成することにしました．寄稿いただいた
解説記事はどれもたいへん勉強になるもので，私自身でも
こんなサービスを作れるのではないかと多くのアイデアが
浮かんできました．本特集号のために解説記事を寄稿いた
だきました執筆者の皆様に深く感謝しお礼申し上げます．
 （井上　正樹　記）
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